
 

第１系統排気ＳＮ活性炭分析結果について 

 

第２１回監視円卓会議（H22.12.22）でご説明した方法に基づき平成２３年秋期に

おける活性炭交換時にピートサンプラーを用いて第１系統排気ＳＮ（セーフティネ

ット）活性炭をサンプリングし、ＰＣＢ及びダイオキシン類含有量を分析した。 

 

１．調査対象：第１系統排気ＳＮ活性炭Ａ槽（使用開始：平成２２年７月） 

２．調査時期：平成２３年９月８日（秋期定期点検時における活性炭交換直前） 

３．調査方法：以下の通り 

 

・調査(サンプリング)地点位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・調査状況写真 

  

   ピートサンプラーによるサンプリング状況 

№１ №２ №３ 

№４ №５ №６ 
第１系統排気活性炭Ａ槽（概要図・平面図）

ガスの流れ 

ガスの流れ

資料４－３ 



４．調査結果 

 

分析結果 試料名 

 PCB(㎎/㎏) ﾀﾞｵｲｷｼﾝ類(ng-TEQ/g) 

No.１（下流）↑ ２７．９ ０．００１９ 

No.２（中流）↑   ０．０９ ０．０００１２ 

No.３（上流）↑   ６．００ ０．００００５６ 

No.４（上流）↓   ４．１７ ０．００００４２ 

No.５（中流）↓ ２２．２ ０．０００５８ 

No.６（下流）↓ ２１．９ ０．００００６５ 

 

５．考察及び今後の対応 

分析結果については、ＰＣＢ濃度が吸着能力（ＰＣＢにおける設定平衡吸着量

47,000mg/㎏)に対して1000分の１以下の遙かに薄い濃度であること、前回の調査

（平成２２年３月）でスクラバー油等の油類の含有量も重量法下限値の0.01％以

下であったことからクロマト現象は生じないと考えられ、また、№１～６試料の

ＰＣＢ濃度に３桁程度の違いがあることは活性炭槽の中を通気させることから構

造的に偏流が生じる可能性もあるが単純なバラツキではないかと考えられる、と

いうコメントを日本環境安全事業株式会社ポリ塩化ビフェニル廃棄物処理事業検

討委員会北海道事業部会（以下、「北海道事業部会」）委員から頂いている。 

吸着能力については、本調査の含有量は平成２１年及び２２年に交換した排気

活性炭のＰＣＢ濃度の範囲（＜0.05～34㎎/㎏）と同等であり活性炭が破過したよ

うな特別の値ではないこと、これまでのデータ（資料４－２）においてＳＮ活性

炭の前後でＰＣＢ濃度が２～３桁下がっていること、活性炭槽上部目視からは槽

中に風道等の隙間は見られなかったこと等から、ＳＮ活性炭は吸着能力に十分な

余力があり有効に作用していると判断できる。 

今後の対応としては、２年以上行った毎月の自主測定について管理目標値を３

桁以上安定して下回っていることから、測定頻度について平成２４年度からは環

境保全協定に基づく環境モニタリング計画に基づく４回の測定と年２回の道との

クロスチェックにより監視していくこととしたい（北海道事業部会了解）。 


